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	2026年度
	ミクロネシア諸島自然体験交流事業
	サブリーダー募集
	ミクロネシア諸島で小中学生の学びをサポート
	事業期間
	7/
	8/
	（９泊１０日）
	事業趣旨

	歴史的つながりの深い日本とミクロネシア諸島の国々の青少年の国際交流を通して、グローバル社会に対応した高い国際感覚を備えた青少年を育成するとともに、地球温暖化をはじめとする環境問題などの国境を越えた地球的規模の問題の解決に向けて自分たちにできることは何かを考える契機とする。
	対 象
	高校2年生～大学生程度
	定 員
	6名
	参加費
	100,000円（税込）
	訪問地域
	マーシャル諸島共和国 ミクロネシア連邦 パラオ共和国

	【応募方法】
	URLまたはQRコードよりご応募ください。
	申込フォーム：

	申込期限：2026年5月10日（日）



	【主な活動内容】
	①海や森林での活動プログラム  豊かな自然の残る地域を訪問し、サンゴの美しい海での遊泳、浜辺遊び、亜熱帯のジャングル散策などを行います。自然を観察し、自然の大切さや雄大さを学びます。
	②安全を重視した野外生活体験 1泊2日の離島生活体験では大自然の中で食事や宿泊（ロッジや小屋）を行います。
	③ホームステイ 島の人たちが普段どのような生活をしているのか、一緒に過ごすことにより異文化を体験し、交流を深めます。
	④スポーツ・レクリエーション 訪問先の同世代の子供たちと、スポーツや歌、踊りを通して、文化交流を行います。
	⑤平和学習 太平洋戦争について、現地での戦跡等にふれ、現地で亡くなられた方達に思いを馳せるとともに、平和の大切さを学びます。
	※気象状況などにより、活動内容が変更される場合があります。

	【日程】
	事前研修会：2026年6月27日（土）　オンライン 派 遣 事 業：2026年7月28日（火）～8月6日（木）9泊10日  【集合】国立オリンピック記念青少年総合センター  【解散】成田付近のホテル（予定） ※事前研修会を含め、全ての日程に参加すること。

	【募集人員及びサブリーダーの役割】
	日本国内に在住している高校2年生から大学生程度　6名
	参加者と共に活動し、ミクロネシア諸島の自然や文化に触れ、現地の人々と交流し、友情を育み、多くの感動体験を得るととに、プログラムの運営や安全確認の補助を行う。
	【事前準備】 　事業目的、日程、組織、プログラムの目的内容を把握する。 【事業期間中】 　団長・リーダー等の指示に従って、各島での円滑な事業運営 　に協力する。 　・活動のサポート： 　　参加者と常に一緒に行動し、参加者の活動をサポートする。 　・起床・就寝時の指導： 　　毎晩、就寝時間に各部屋を回り、夜更かしをさせないなど指 　　導を行う。起床時間にも各部屋を回り、参加者の起床を確認 　　する。 　・活動中の安全確認： 　　海での活動や自然体験活動の際は、危険な行動や悪ふざけな 　　どによる怪我や事故を防止するため、安全確認を行う。

	【チーム編成】
	子供（参加者）16名程度、サブリーダー2名、 リーダー2名、団長・添乗員・通訳・看護師 各1名

	【主催】
	独立行政法人国立青少年教育振興機構

	【後援】
	マーシャル諸島共和国、ミクロネシア連邦、 パラオ共和国
	活動の様子はこちらから！

	この事業は、子どもゆめ基金の普及・啓発事業として実施しています。


